
小学校統合検討委員会 

                  

 

開催日時 ７月 １ 日        午後 ７ 時 ３０分 ～  ８ 時 ２５分 

場 所 
 役場２階 

第 1・２会議室 
出席者 委員 42 人中 16 人 記録者 

教育委員会事務局 

萩原由美 

【会議の内容】 

★スクールバスの利用範囲について検討した。 

 事務局より、南部地区の通学路は中島～庚経由と、市之割～庚経由の案を提示した。 

・いろいろ意見も出たようなので、できれば今回でまとめにしたい。 

・バスでも、歩きでも、このどちらかの案でいくのか。 

・通学路は決めた方じゃないか。 

・市之割経由は遠いイメージがあるが、思っているより実際は違うのかも知れない。 

・部会としては、歩道が設置されていて安全なため市之割経由がよいのではないか。 

・「スクールバスの範囲は 3km 以上とする。ただし、低学年（１，２年）は 2km とする」 

でよいのか。 

・これ以降は村で変更なしながら進めてもらえばよい。 

・この部会はこれで終わりということであるが、冬期の対応についてはどうするのか。 

・冬期は対象を変えるのか。 

・通学時点で除雪が完了していれば夏と同じでよいのでは。 

・通学路は主要幹線なので、朝 7時までに除雪は完了の見込みです。 

・冬場は雪の降り方を考えるとバスを出して欲しいという意見があった。 

・とりあえず 4月から秋まで実施してみて、秋にもう一度考えてはどうか。 

やってみないと分からないこともある。 

・危険か所や街灯設置等を検討したい。 

・街灯や道路等の改良は、部会のまとめのときに出していただければよい。 

・街灯や道路等の改良は、教育委員会と村で対応してもらうということでいいか。 

・定期的に PTA などで見直しの機会を設けていただき、不具合が出たらその時点で検討し 

たらよいのでは。 

 ・部会として、新小学校にスクールバス運行を検討する場を設けることを提言したらどうか。

・1年間実施してみて冬期の対応を考えてはどうか。 

・南部地区の通学路は市之割ルートとして、道路・街灯の設備や安全対策については、具体的に

「できる・できない」を今後開催予定の説明会で提示していただく。 

新小学校スタート後に問題を話せる場や、検討できる場を設けてもらう。 

・基本的には素案をもとに 1年やってみるということでまとめたいが。 

 ・1 年を通してやってみるということは、冬期もいっしょなのか。冬期は別と言ってきて別にし

ないのはおかしい。 

 ・夏の様子を見れば他の見方も変わるのではないか。 

 ・とりあえず半年ぐらいやってみて、検討する機会を設けたらどうか。 

 ・部会では具体的なことは決めず、学校スタート半年後に検討すると明記する方向でどうか。 

 

 

第 8 回通学路・スクールバス部会会議録 



 （事務局） 

 ・始めてみなければ分からない事もある。不具合も出てくると考える。 

  今後も話し合いの機会を設けながら、不具合が出たら検討して対処していきたい。 

  学校もしくは教育委員会で、責任を持って意見聴取の場をつくりたい。          

 

【質問】 

Q 北部の高学年で、中村地区３㎞以上の子がいるが、バスに乗せてはもらえないのか。 

Ａ 素案を決めていただいているので、個別事項は今後検討したい。 

 

【まとめ】 

 ◎スクールバスの範囲は 3km 以上とする。ただし低学年（１・２年）は 2km 以上を目安として 

集落単位で設定する。ただし、安全面など特別な事情がある場合は別途検討する。 

◎安全設備（道路・街灯）については、今後開催予定の地区説明会までに具体的な見通しを回答

する。 

◎最初の一年はいろいろ問題が出ると予想されるので、意見聴取の場を設けて教育委員会、学校

等で責任を持って対応してもらう。 

 

 


